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都市機能とネットワーク
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コンパクト＋ネットワーク

○都市機能誘導区域
生活サービスを誘導するエリアと当該エリアに
誘導する施設（福祉・医療等）を設定

○居住誘導区域
居住を誘導し人口密度を維持するエリアを
設定

コンパクトシティ ネットワーク＋
立地適正化計画 地域公共交通網形成計画

地域公共交通再編実施計画

まちづくりと連携し、地域全体を見渡した面
的な公共交通ネットワークを形成

計画策定や都市機能の集約につながる施設整
備に対し、
• コンパクトシティ形成支援事業
• 交付金(都市再構築戦略事業) 等で支援

地域公共交通の再編を図るために具体的に
行う取組
（運行主体、運行ダイヤ、ルート、運賃等）

（地方公共団体が事業者等の同意の下作成）

• 2014年の都市再生特別措置法改正に伴い「立地適正化計
画」に伴う都市機能のまちなかへの誘導が進められている

• 居住機能及び都市機能（医療・福祉・商業等）の誘導と，
それと連携した持続可能な地域公共交通ネットワークの形
成が推進されている
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コンパクト＋ネットワーク

出典：富山市長講演資料
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出典：国土交通省（2021）
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都市機能とは...

都市機能とは，
都市活動を支える機能を意味し，都市拠点（都市基盤が
一定整備され，人が集積する場所）を形成する「高次都
市機能」から，市民の日常生活に必要な「生活利便機
能」まで多様な機能が考えられる．
高次都市機能：
都市の活力を牽引し、まちなかの賑わい創出につながる
市全体及び広域圏を対象とする高次な都市機能
生活利便機能：
市民が生活圏域において必要とされる生活サービスに係
わる身近な都市機能
具体的には，行政，商業，業務，金融，福祉，医療，健
康，子育て，教育・文化，交流など
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出典：国土交通省(2021)立地適正化計画作成の手引き令和3年10月改訂.



12出典：千葉市立地適正化計画(2019)
https://www.city.chiba.jp/toshi/somu/compactcity.html#a0
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出典：国土交通省(2021)立地適正化計画作成の手引き令和3年10月改訂.

“＋ネットワーク”の意義
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“＋ネットワーク”の意義

市民の生活と交流の場である都市拠点で
発揮する都市機能を市域全体で享受でき
るようにするには，アクセス（利便性）
が重要であり，持続可能な地域公共交通
ネットワークの形成・維持は必須

⇒ “＋ネットワーク”の意義は大きい



アフターコロナを
見据えて
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アフターコロナを見据えた
まちづくりの方向性

• 人や機能を集積させる都市そのものの重要性
については変わらない

• 新型コロナ危機以前から取り組んできた，国
際競争力の強化，ウォーカブルシティ・コン
パクトシティ・スマートシティ等の推進

• 新型コロナ危機を契機として生じた，様々な
変化への対応
※例えば，３密回避，テレワーク，職住近接など
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Image: courtesy Paris en Commun

パリの15分都市構想
（Paris en Commun）
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https://www.clairparis.org/ja/clair-paris-blog-jp/blog-2020-jp/1417-2020-07-21-08-41-39



21

官民連携まちづくりによる
都市機能の向上

• リノベーションまちづくり
空いている床を見つけ，稼げるコンテンツ
（人・産業・規模・手法）から考える
小さく産んで大きく育てることでエリアの再生を目指す
初期投資が少なくて済む，時間がかからない

• プレイスメイキング（人のための空間）
現在，空いている土地を活用
（公開空地、道路、公園、水辺など）
まちを車から人の手に，人の活動の場に
まちに滞在することを楽しめるように

• エリアマネジメント
民間がエリアの運営に関わり、エリアの価値を高める
環境や防災等の安全・安心への意識の高まり
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図書館・生涯学習支援・子育て支援・ミュージアムなど
様々な機能が含まれた複合施設

最近の官民連携のまちづくり
：須賀川市民交流センター

出典：https://s-tette.jp/library/
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ショッピングモールだった建物をリノベーションし，図
書館・交流センター・保健センター・カフェなど様々な
機能が含まれた複合施設

最近の官民連携のまちづくり
：都城市立図書館

出典：http://mallmall.info/library.html
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将来的な都市機能の在り方を
考えていく上での視点

• 市民の暮らしを支える視点
• 都市の活力や魅力を高める視点
• 鉄道・バス等の地域公共交通による
ネットワーク化の視点

• 自都市・地域内で，効率的に都市機能の
集約と向上を図る視点

• 周辺都市・地域と連携することで，効率
的に都市機能の集約と向上を図る視点
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近未来の都市空間像 by NACTO

出典）Blueprint for Autonomous Urbanism, 2017.
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近未来の都市空間像 by 名古屋都市センター

出典）公益財団法人名古屋まちづくり公社名古屋都市センター，研究報告書，NO.137，2019.

都心部
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出典：公益財団法人名古屋まちづくり公社名古屋都市センター，研究報告書，NO.137，2019.

郊外
近未来の都市空間像 by 名古屋都市センター
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アフターコロナの先を見据えて

出典：https://www.tokyo-motorshow.com/event1/future_expo/

空飛ぶクルマ試作（NEC） 歩行領域EV (TOYOTA)

SPACe_L (Panasonic) Nissan Energy Share

https://www.tokyo-motorshow.com/event1/future_expo/
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アフターコロナの先を見据えて
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アフターコロナの先を見据えて
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アフターコロナの先を見据えて

出典：https://www.town.ibaraki-sakai.lg.jp/page/page002440.html
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デジタルトランスフォーメーション : DX

出典：https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h30/html/nd102200.html
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SDGs（持続可能な開発目標）
2030年までに達成すべき17の目標

出典：国連広報センター（UNIC）

https://www.unic.or.jp/files/sdg_poster_ja_2021.jpg
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「2040年のライ
フスタイルが紡
ぐまちの姿」

出典：http://30years.cpij-
kansai.jp/index.php/competition/
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市発足以降に整備した主な施設等

今後整備が予定されているもの
【庁舎増築】

峰山庁舎の増築（本年度、検討委員会で基本計画を検討）
【高速道路】
・整備中 京丹後大宮IC→（仮称）大宮峰山IC
都市拠点に接続するインター。インター線がしんざん小学校隣接地議論対象）

・都市計画決定済
（仮称）大宮峰山IC→（仮称）峰山弥栄IC→（仮称）網野IC

・計画がない区間
（仮称）網野IC→兵庫県
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